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パワーエレクトロニクスとパワー半導体
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従来の電流プローブとその問題点

既に実用化されている電流プローブ

電流トランス：磁性材料の体積

ロゴスキ・コイル：1㎜以下の小型化が困難

◆小型化に問題があり、集積化が進んでいる次
世代パワー半導体やインバータで利用が困難。

◆また製品化されたロゴスキ―コイルコストが
高く市販機器への搭載が限定的。

◆高温環境で利用できない。



ボンディングワイヤ間: 約1mm
チップ - ワイヤ間: 約1mm 

従来の電流プローブとその問題点
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• ポリイミド材料で250℃の高温利用も可

• 巻き線型に比べて高い特性均一性

• 高い量産性により低コスト化が可能

• 測定用アンプとの分離が可能➔使い捨て
利用や、システム実装利用

幅約1.7mm

薄さ約250ミクロン

新技術

プリント基板技術により高い量産性・特性均一性、高温利用

プリント基板を用いた電流センサ開発



市販の小型センサ 超薄型フレキセンサ

高価 安価

アンプと一体補正 アンプと分離

温度 125℃ 温度 250℃

• 約250ミクロンの超薄型、1.7mm幅
• フレキシブル（フレキ基板工程で製造）
• 結束バンド形状で後付け実装が容易
• 個体差が小さい

Φ1mm
約1.7mm

約0.25mm

ポリイミド・フレキシブル基板の工程で製造

従来型に比べパワーエレクトロニクスでの活用シーンが増える

超薄型フレキセンサ



ノイズ対策など

①パワースイッチング電界ノイズを除去するシールド層

②ループ外電流磁界ノイズ除去する特殊コイルパターン

③耐ノイズ性とアンプ脱着を両立するマイクロ同軸コネクタ

電界シールド層

特殊コイルパターン

スリット、メッシュ等のシール
ドパターンで屈曲性を向上

コイル特性の個体差が小さい
➔マイクロコネクタで測定用アンプと脱着が可能
➔センサの使捨て利用、・装置やシステムへの組み込み利用

脱着用マイクロコネクタ

高電圧・大電流スイッチング時ノイズ除去対策によりパワーエレクトロニクス応用が可能



超薄型フレキセンサーの特徴

•ポリイミド材料：250℃の高温利用も可

•高い個体毎の特性均一性

•高い量産性により低コスト化が可能

•測定用アンプとの分離が可能

•➔使い捨て利用や、システム実装利用



電気自動車用パワーモジュール内
電流計測例（１ショット同時測定）

・ボンディングワイヤの下に電流センサを通し
各チップ（IGBT）に流れる電流を計測
・モジュールの加工等は不要（封止ゲル除去のみ）
・一回のスイッチングで多チャンネル同時測定



想定される用途

•オシロスコープ用プローブアクセサリ

•インバータ出力電流センサの置き換え

•パワー半導体モニタリング

•短絡保護回路用電流センサ



実用化に向けた課題

•専用積分アンプの開発
•低ノイズ、低オフセット、低ドループ

•ノイズ除去技術の向上
• dV/dtノイズ、外部電流の影響の完全除去

•周波数特性の向上
•コイル、シールドパターンの設計技術



企業様への期待

•パワーエレクトロニクス機器等への新しい応
用のご提案

•短絡電流検出などパワー半導体モジュールへ
の応用のご検討

•上記に必要なスペックのご提案
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